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Although 　it　has　been　considered 　that 　the 　oblique 　shock 　reflection 　is　a 　pseudo −steady 　and 　selfLsimiiar 　phenornenon．　the

recent 　detailed　experimental 　investigation　revealed 　that　actuaHy 　it　is　not ．　The 　wave 　allgles じhange　as　the　incident　shock

proceeds．　The　most 　conspicuous 　phenomenon 　is　so −called 　dynamic　transition，　in　which 　the　transi｛ion　from　regular 　to

Mach 　reflection 　occurs 　during　the　incident　shock 　propagation．The　present　paper　reports 　the 　effect 　ofsurface 　roughness

on 　the　dynamic　transjtion　and 　compares 　with 　the　results 　for　smoeth 　s．　urface ．

1．はじめに

平面衝撃波の斜め反射現象におい ては自己相似 性が成 り立つ と

されて きたが，近 年の 詳細な実験的研究によっ て ，現実 に は非 定

常に変化 してい る こ とが判明 して きた．山
すなわ ち，波面の なす

角度 （特に反射角）が 入射衝撃波の伝 播と ともに変化するこ とが

確認されてい る，特に著しい の は，初期に正常反射（RR）だっ た反

射形態が 入射衝撃波の進行 と ともにマ ッ ハ 反射（MR ）へ と遷移す

る，動的遷移現象
2｝と呼ば れ る現象で ある．こ の 現象ほ ど自己相

似哇が厳密には成り立っ て い ない こ とを端的に示すもの は ない ．

　本実験で は輸送特性に起因する特 1生長さ と表面粗さ とい う 2つ

の 特 1生長さが動的遷移現 象に 及ぼす影響を調べ た．

2．実験装置お よび喫 験方法

　実験に は破膜．装置内蔵型の衝撃波管を使用 した．実験装置の詳

細につ い て は既報
1）を参照 され たい．

　波面形態は影 写真法に よっ て可視化し，発光時間 18〔insの 瞬間

光源 （菅 原研究所，NPL −5）を用 い て写 真撮影 した．正常反 射の 場

合は反射点 R マ ッ ハ 反射の 場合は三 重点T の 位置，そ して入射

波 と反射波のなす角度叫 を測定 した（MR の場合はFig．1を参F，eJ　．

Fig．　l　Definition　ofcoordinate 　systern　and 　nomenc 】ature

　入射衝撃波マ ッ ハ 数 賜 は 1．915tO．005，使用 した楔 モ デルの 斜

面傾余1埆 θ、．は 47°，48e，49°，50°である．モ デル表面は＃2000 の

サン ドペーパ ー
で 研磨 し （表面粗さ 1μm 以下），表面粗さを 与え

る場合に はモ デル 表面に ＃240の サン ドペ ーパーを貼 っ た．

3．実験結果

3．　1　 i飆 彡鵜 変イ匕

　Fig2 に q、− 49°の 滑面に お ける 反射 の 可視化写 真な示す．

Fjg．2（a）は止常 反射，　Fig．2（b）は遷 移後 のマ ッ ハ 反射 であ る．両者を

比鮫する と，Fig．2（a）で は反射点近 傍で 反射を皮が曲率 を有 す るの に

対 して，Fig．2（b）では三 重点か ら直線状の反射波力Y申びた後で曲率

のある反射波が続い てい る．入射波と反射波の なす角agが Fig，2（a）
の 方 が小 さい こ とが 目視 で もわ かる．

Hg ．2　Dynamict  sijon 　over　a　smoo 出 s曲 ce，　e，、、＝49」 γ
い

　　　　　（a）ζ＝17．87mm ，（b）ξ＝39．59mm ．

3．2　反射点 ・三 重点の軌跡

Fig．4 に RR に対す る反 射点，　MR に対す る三 重点 の位置を示す．
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　　　　　Fig．4　Location　ofreflection 　and 　trip］epOintS

　滑面の 場合，θ，、＝48°で は斜面の先端近 くですでに MR に なっ て

い るが，斜面傾斜角の増加とともに，遷移の 起きる位置が斜面後

方に 移動するこ とがわか る．表面粗 さが あ る と醐 魑 準の 示すen−
＝50．59°よ り小さ し傾 斜角で も MR に な らな い．これ は も ともと

e，，が畠 よ りも大きく隔たっ て い る場合に粗面で観測 され た現象

で ．遷移遅れ と呼ばれ てい る．
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